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第 21 回地球地図国際運営委員会会合

永山透
ISCGM 事務局長

平成 26 年 8 月 5 日に、 米国ニューヨーク

の国連本部において、 第 21 回地球地図国際

運営員会 （ISCGM） 会合が開催されました。

今回は新しい委員長のポール・チュン教授 （シ

ンガポール国立大学、 前国連統計部長） の

采配の下、 各国の地理空間情報当局、 国際

機関、 民間組織の代表等約 80 名が参加しま

した。

今回の会合では、 従来の地球地図に加え

て、 各国、 国際機関、 民間組織における地

球規模の地理空間情報の整備 ・ 提供につい

ても発表と議論の時間を設けました。ブラジル、

中国、 日本、 メキシコ、 韓国、 スペイン、 アメ

リカ、 ユーロジオグラフィックス、 GEO、 IHO、

PAIGH、 Digital Globe、 ESRI、 PASCO から

それぞれ発表が行われ、 各々のグローバル

マッピングに関連する活動を紹介しました。 発

表資料はホームページから公開されています

（http://www.iscgm.org/iscgm21/）。 これらの

議論の中で各組織の経験の共有は有益であ

ること、 また ISCGM の新たな役割としてグロー

バルマッピングの作業の経験共有を主唱 ・ 促

進することが確認されました。

会合においては、 ISCGM の今後の作業に

ついても議論が行われました。 地球地図など

地球規模の地理空間情報のアクセスを支援す

るため、 その所在を使いたい人に教えるカタ

ログサービスと世界主要都市の防災リスクとハ

ザードマップを案内するウェブサイトを ISCGM

の事務局から提案したところ参加者から歓迎

され、 今後、 具体化を進めることとなりました。

そのほか、 地球地図の着実な整備の促進や

ISCGM のホームページとロゴのリニューアルに

ついても承認されました。

ISCGM のホームページとロゴは会合後ただ

ちにリニューアルを行い、 現在は新しいデザ

インのものが公開されています。 カタログサー

ビスと防災リスクとハザードマップを案内するウ

ェブサイトのプロトタイプにアクセスすることも

可能です。 ISCGM の変化の第一歩をご覧い

ただくために ISCGM のホームページ (http//

www.iscgm.org/) を是非ご覧下さい。
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地球規模の地理空間情報管理に関する国連専門家委員会第 4 回会合

鵜生川　太郎
国土地理院応用地理部環境地理課長補佐 /ISCGM 事務局

平成 26 年 8 月 6 日から 8 日に、 米国ニューヨ

ークの国連本部において、 第 4 回地球規模の地

理空間情報管理に関する国連専門家委員会会合

が開催されました。 ISCGM からはチュン委員長、

永山事務局長他が参加しました。 本会合には 80

を超える国 ・ 地域、 国際機関及び民間企業等か

ら合わせて約 240 名の専門家が参加しました。

会合では、 地球規模の地理空間情報管理に関

する様々な議題について議論が行われました。 も

っとも大きな成果としては、 グローバルな測地基準

系 （GGRF） の重要性について各国が合意し、 国

連総会での決議に向け、 GGRF を促進するための

草案を経済社会理事会へ提出することとなったこと

が挙げられます。 また、 持続可能な開発の達成に

は地理空間情報が重要であることが政策決定者等

に広く認識されることが必要であり、 専門家委員会

における複数の作業部会が連携して取組むことが

提案されました。 持続可能な開発のための地球地

図の作成に向けては、 ISCGM が引き続き実務的

な役割を果たすこととされています。

グローバルな基盤地理空間データテーマの策

定に向けた作業を進めていくことも合意され、 既存

のデータテーマのインベントリーの作成に取り掛か

ることが合意されました。 これは ISCGM で整備す

るデータ項目にも影響を持つものと考えられます。

その他、 統計情報と地理空間情報の統合や、 地

理空間情報に関する法的及び政策的な枠組みな

ど多岐にわたる課題が議論されました。 欧州地域、

アラブ地域において、 GGIM の地域ボディが設立

されたことも報告され、 ISCGM としても今後これら

の地域委員会との連携を強化していくことが予想さ

れます。

次回の GGIM に関する国連専門家委員会第 5

回会合は来年の 8 月に米国ニューヨークの国連本

部において開催予定です。
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地球地図ニュージーランド第 2 版

グラーム・ブリック

主席測地官 
 

ニュージーランド土地情報局 

　位置情報は、 経済全体に革新をもたらす国々が直

面する最も複雑で長期的な問題に取組む能力を証

明しています。

ニュージーランド土地情報局 (LINZ) は、 ニュージ

ーランド国民がこれらの恩恵を手に入れることを保証

するために働き、 位置情報をとおしてニュージーラン

ドのために作成される価値を今後 10 年で十倍に増

大させることを目的としています。

この LINZ の目的達成を支援するのは、 LINZ の

データを公開し、 他の人々が新しい考えや企業のた

めに用いられるよう、 利用 ・ 入手を可能にする手段

を講ずることです。 また、これらの手段は、部分的に、

データが ISCGM の地球地図プロジェクトに貢献する

役割も果たしました。

　私達の 50 万分 1 のデータセットは、 ISCGM によっ

て地球地図に最適であると選ばれました。 地形情報

は LINZ が管理する鍵となるデータセットのひとつで、

ニュージーランドの目標達成を支援する重要なもの

です。

　LINZ は地形データセットや他のデータセットを私達

のオンラインの LINZ Data Service (LDS) を通して自

由にダウンロードし利用できるようにするための作業

を行っています。 ここでは、 ビジネス、 政府及び経

済分野にこれらのデータセットへの制限のないアクセ

スを提供するために、 クリエーティブコモンズのオー

プン ・ ライセンスを用いています。

　現在、 LINZ が作成し LDS で利用可能な最も大

縮尺の地形データは、 縮尺 5 万分 1 の Topo50 ベ

クター及びラスターの成果品です。 2009 年 9 月に

Topo50 シリーズが初めて公開されて以来、 Topo 50 

の 711 図葉が更新され、 多くの図葉は複数回の更

新が行われています。 25 万分 1 の Topo250 の更新

版は公開を目前にしており、 公開された後、 その他

50 万分１等の更新も続きます。

　いつ更新されるかについて、 ISCGM が LINZ に尋

ねる必要はありません。 LDS の機能には、 レイヤが

更新されるたびに by subscribing to the feed reader 

functionality で利用者に知らせる能力があります。 こ

の方法で私達のデータが ISCGM やその他の人々に

利用可能となり、 非常の多くの人々が LINZ の位置

情報から利便性を得ることを保証しています。

グラーム・ブリック（主席測地官）と
ジョイス・バイリー（地図技官）
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地球地図及び関連の会議

事務局から

地球地図公開と地球地図プロジェクトへの参加

　現在 167 カ国 /16 地域が地球地図プロジェクトに参加し、 110 カ国 /8 地域 （うち Ver.2 を公開しているのは

73 カ国 / ４地域） の地球地図が公開されています。

メール配信等のお知らせ

　メール配信 ･ 停止ご希望の方は、 氏名 ･ 住所 ･ メールアドレスを sec@iscgm.org までお知らせください。

2014 年
・ 10 月 1 日、 キシナウ、 モルドバ
　　UN-GGIM: ヨーロッパ第一回総会

・ 10 月 22 日～ 24 日、 北京、 中国

  第 3 回地球規模の地理空間情報管理に関する

  ハイレベルフォーラム (HLF-GGIM)

 ・ 11 月 10 日～ 12 日、 バリ、 インドネシア

  第 3 回国連地球規模の地理空間情報管理に関　

　　するアジア太平洋地域委員会総会

　　(UN-GGIM-AP)

 ・ 11 月 13 日～ 14 日、 リーブルヴィル、 ガボン

   第 11 回地球観測に関する政府間会合

2015 年
・ 3 月 14 日～ 18 日、 仙台、 日本
　　第 3 回国連防災世界会議

・ 5 月 17 日～ 21 日、 ソフィア、 ブルガリア
　　国際測量者連盟ワーキングウィーク 2015

・ 8 月 23 日～ 28 日、 リオデジャネイロ、 ブラジル
　　第 27 回国際地図学会議

・ 8 月、 ニューヨーク、 米国

  第 5 回地球規模の地理空間情報管理に関する国    

  連専門家委員会 (UNCE-GGIM)

以下は地球地図及び関連の会合の予定です。 関連の会合についての情報を歓迎します。


